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栃木県がもし100人の村だったら

「なぜ、今、男女共同参画社会を目指すのか？」

市民市民 　平成２６年７月１２日（土） 、栃木市厚生センターにおいて栃木市城内南自
治会・栃木市男女共同参画地域推進員・市人権男女共同参画課による「ミニ市
民のつどい」を開催しました。
　まず初めに、「パールの会」によるウクレレ演奏で場を盛り上げ、次に「なぜ、
今、男女共同参画社会を目指すのか？」と題して、推進指導員による講話、続
いて男女共同参画自主グループ「蔵の町子ファミリー」による紙芝居、最後に
話合いと進め、「高齢化していく社会において、どのように生きていきたいか」
ということについて活発な意見交換を行いました。

＊身体計測・内科検診の時は、互いの性差に配慮する
＊生活班、給食などの班編成は、男女混合になるよう心がける
　男女ともにお互いを気遣い、思いやり・優しさを育む
＊生徒会・部活などのリーダーは男・女というより、人として選
出する。これは社会人になるためのステップとなる
＊技術家庭科では、お互い協力して家庭生活を築いていくための
在り方や技術を学ぶ
＊体育では、女子もサッカーなどの球技を実施する

2010年栃木県の人口約200万人

＊栃木県「新とちぎ元気プラン2011 ～ 2015」より

急激な人口減少と少子高齢化が予想されます

　　　　　　　     2010年　　   2040年
総人口 100人 80人
0～14歳 14人 8 人
15～64歳 64人 43人
65歳以上 22人 29人

教　育教　育
関係者関係者
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市市

事業者事業者

とちぎ市男女共生大学
　毎年５～９月、男女共同参画に関する学習の場を８回開講
しています。男女共同参画についての講話や落語、研修会参
加者の発表としゃべり場、現地見学会、健康運動・・・など。
　多方面から学べるような内容になっています。ここで学ん
だことを、家庭や地域そして職場でさらに活かしていきまし
ょう。

　従業員１４００名のうち９割が男性で、男女共同参画に積極的に取
り組んでいる、栃木市大宮町にある自動車部品の開発及び製造会社を
ご紹介します。

　社員の生活と仕事の両立を目指して
＊働きやすい環境整備…ワーク・ライフ・バランスの実現
＊フレックスタイム制の正しい理解と活用の促進
＊有給休暇の計画的取得による取得率の向上

　人材の有効活用の促進
＊女性の能力の最大限発揮や仕事へのやりがいにつなげるための
　「公募制度」や「自己申告制度」

　セクハラ相談窓口の利用拡大
＊従来の相談窓口を非正規社員にも適用拡大
　担当を男性から女性に変えての相談しやすい対応

　産休と育児休業取得実績
＊産休・育休：２０１２年各１名　２０１３年各３名

セクハラ
セクシュアル・ハラスメント
の略。性的嫌がらせ、職場な
どで行われる性的差別や言動

ワーク・ライフ・バランス
仕事と家庭や地域活動などの
生活の調和がとれていて、相
互によい環境を与えあうこと

フレックスタイム制
労働時間をあらかじめ定め
ておき、その枠内で始業及
び終業の時刻を労働者が自
主的に決定し、働く制度

平成２５年度～平成２９年度
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「ぼくにも、できるよ！」

氏家　美穂

「男勝り（おとこまさり）」

永喜多　重雄

演
奏 

「
ト
リ
オ
・
ア
ル
マ
ニ
ャ
ッ
ク
」

平
成
26
年
10
月
17
日（
金
）〜
19
日（
日
）

と
ち
ぎ
市

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
26
年
６
月
28
日（
土
）

栃
木
市
市
民
会
館

第
一
部
標
語
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

　

優
秀
な
標
語
と
写
真
に
、
市
長
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〇
標
語
　
小
学
生
の
部

せ
ん
た
く
を　

た
た
む
父
の
手大

き
い
な

大
宮
北
小
５
年　

大
美
賀　

愛
那

お
じ
い
ち
ゃ
ん

｢

ふ
ろ｣｢

め
し｣｢

ね
る｣

は
や
め
に
し
て

ぼ
く
と
や
ろ
う
よ

｢

ゴ
ミ
出
し｣｢

お
料
理｣｢

ふ
ろ
そ
う
じ｣

栃
木
第
四
小
５
年　

相
川　

祐
輝

お
母
さ
ん　

一
人
で
む
り
せ
ず　

　
　
　
　
　
　
　
　

み
ん
な
で
ね

栃
木
第
五
小
５
年　

矢
島　

真
叶

エ
プ
ロ
ン
も　

ス
ー
ツ
も
似
合
う

　

父
と
母

大
宮
北
小
５
年　

罍　

穂
乃
香

　

男
女
共
同
参
画
週
間（
６
月
23
〜
29
日
）

国
の
協
賛
事
業
と
し
て
、「
誰
も
が
生
き
生

き
と
暮
ら
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
」を
目
指
し
実
施
し
ま

し
た
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス　

女
の
人
も　

運
転
手

千
塚
小
５
年　

牛
久　

空
未
翔

日
曜
日　

ぼ
く
の
出
番
だ　

皿
洗
い

大
平
西
小
５
年　

鈴
木　

駆

最
優
秀
賞

優 

秀 

賞

〇
標
語
　
一
般
の
部

男
と
女　

繋
ぐ
絆
は　

思
い
や
り

小
林　

泰
之

男
と
女　

個
性
が
拓
く

と
き
め
く
未
来

出
井　

裕
子

働
こ
う　

育
て
よ
う　

バ
ラ
ン
ス
よ
く　

い
っ
し
ょ
に

松
山　

智
恵

最
優
秀
賞

優 

秀 

賞

〇
写
真
の
部

「
〇
〇
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
は
ね
」大

塚　

紀
子

最
優
秀
賞
（
表
紙
に
記
載
）

ひ
と

ひ
と

つ
な

ひ
と

ひ
と

ひ
ら

第
二
部
コ
ン
サ
ー
ト

　

バ
イ
オ
リ

ン
・
ビ
オ
ラ

・
ピ
ア
ノ
の

三
人
に
よ
る

童
謡
か
ら
ク

ラ
シ
ッ
ク
ま

で
の
幅
広
い

演
奏
を
鑑
賞

し
た
後
、
全

員
で「
翼
を
く

だ
さ
い
」他
を

歌
い
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

立
っ
た
家
庭
の
様
子
の
ト
ー
ク
が
と
て
も

心
に
残
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
札
幌
大
会
で
31
回
目
を
迎
え
た

日
本
女
性
会
議
は
『
未
来
の
景
色
は
、
わ

た
し
た
ち
が
変
え
る
。』
の
テ
ー
マ
を
掲

げ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
や
立
場
の
人
々
が
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
、
未
来
へ
つ
な

が
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
創
る
強
い
思

い
を
込
め
て
、
集
い
、
学
び
合
い
、
次
の

世
代
に
つ
な
が
る
新
た
な
価
値
観
を
話
し

合
い
、
全
国
へ
発
信
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
他
県
の
た
く
さ
ん
の
方

々
と
お
話
を
す
る
機
会
が
得
ら
れ
、
と
て

も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

今
回
、
日
本
女
性
会
議
に
参
加
し
た
こ

と
は
、
私
に

と
っ
て
大
変

実
り
多
く
、

今
後
の
活
動

に
活
か
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
日
本
女
性
会
議
（
男
女
共
同
参
画
）

　

２
０
１
４
札
幌
」
に
参
加
し
て

県
次
世
代
人
材
づ
く
り
事
業　

研
修
生

清
水
　
美
知
子

優
秀
賞
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お
お
ひ
ら

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
26
年
６
月
21
日（
土
）

大
平
文
化
会
館

有
限
会
社

　

フ
ェ
ー
ド
イ
ン
代
表

工
藤
　
敬
子

平
成
26
年
6
月
29
日（
日
）

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い

　

日
本
は
こ
の
三
年
間
に
六
百
万
人
以
上

が
前
期
高
齢
者
と
な
り
、
そ
の
方
々
が
十

年
後
に
は
後
期
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。
三

人
に
ひ
と
り
の
高
齢
者
、
ま
さ
に
大
介
護

時
代
の
到
来
で
す
。

　

親
は
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
あ
る
日
突
然
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
時
、
誰
が
介
護
？
施
設
に
は
す
ぐ
入

所
で
き
る
？

　

限
ら
れ
た
一
部
の
介
護
・
育
児
中
の
社

員
の
た
め
で
な
く
、
男
性
を
含
め
た
全
社

員
の
働
き
方
の
見
直
し
こ
そ
必
要
に
な
る

で
し
ょ
う
。

「
参
加
者
の
声
」

◎
皆
さ
ん
も
大
変
な
思
い
で
、
介
護
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た

◎
男
性
で
介
護
を
経
験
さ
れ
て
い
る
方
が

お
り
、
大
変
さ
を
共
有
で
き
た

◎
家
族
・
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た

◎
介
護
と
仕
事
の
両
立
は
理
想
で
す
が
家

庭
と
職
場
の
理
解
が
必
要
で
す

◎
企
業
の
ト
ッ
プ
や
上
司
、
同
僚
も
含
め

て
、
き
ち
ん
と
意
識
を
持
つ
こ
と
が
休

暇
取
得
に
つ
な
が
る
と
思
う

 

《
相
談
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
》

　

午
前
の
部
で
は
、
男
女
共
同
参
画
地
域

推
進
グ
ル
ー
プ
や
団
体
等
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
栃
木
市
代
表
と
し
て
、「
お
お

ひ
ら
男
女
共
同
参
画
を
す
す
め
る
会
」
が

朗
読
劇
「
ど
う
す
る
？
我
が
家
の
介
護
」

を
熱
演
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、「
災
害
と
男
女
共
同

参
画
〜
３
・
11
に
学
ぶ
〜
」
と
題
し
て
、

前
千
葉
県
知
事
、
男
女
共
同
参
画
と
災
害

・
復
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
堂
本
暁
子

さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

災
害
に
強
い
社
会
に
す
る
た
め
に
女
性

の
力
を
活
か
す
こ
と
や
、
災
害
時
の
備
え

と
し
て
妊
産
婦
・
高
齢
者
・
障
害
者
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
、
誰
に
と
っ

て
も
住
み
や
す

い
社
会
・
心
か

よ
い
生
き
や
す

い
地
域
社
会
に

変
え
て
い
く
に

は
女
性
の
参
画

が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　
介
護
を
前
向
き
に
と
ら
え
る
た
め
の

　
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１　

事
前
準
備
と
情
報
収
集

２　

親
と
（
子
と
）
向
き
合
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る

３　

家
族
の
協
力
と
外
部
サ
ー
ビ
ス
と
経

済
的
基
盤
を
確
保
す
る

４　

働
き
方
そ
の
も
の
を
見
直
す

講　

話

「
大
介
護
時
代
の
到
来
」

 

〜
そ
の
時
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
〜

男
女
共
同
参
画
を
考
え
る

平
成
26
年
8
月
29
日（
金
）〜
31
日（
日
）

独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館

男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
ひ

と
り
ひ
と
り
の
活
躍
が
社
会
を
創
る
〜
」

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
「
女
性
の
活
躍
促
進
と
社

会
の
活
性
化
」
と
題
し
て
、
厚
生
労
働
事

務
次
官
の
村
木
厚
子
さ
ん
の
特
別
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

政
府
と
し
て
、
女
性
が
働
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
組
が
必
要
で
、

女
性
の
活
躍
推
進
・
仕
事
と
家
庭
の
両
立

支
援
に
係
る
施
策
の
概
要
な
ど
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
女
性
の
活
躍
を
応
援
し
て

い
く
と
共
に
、「
女
性
が
輝
く
社
会
」
を

創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ
（
予
定
）

○
栃
木
市
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念
事
業

　

平
成
27
年
度
、
栃
木
市
は
男
女
共
同
参
画

都
市
宣
言
を
し
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。　

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
広
報
紙
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
お
お
ひ
ら
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
27
年
６
月
21
日（
日
）大
平
文
化
会
館

テ
ー
マ
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
ケ
ア
・
バ
ラ
ン
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
介
護
に
関
す
る
こ
と
）

「おおひら男女共同参画をすすめる会」による朗読劇

しゃべり場
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第第５５回回

　
子
ど
も
の
頃
の
私
は
学
校
が
大
好
き
で
、

学
校
は
「
誰
に
と
っ
て
も
楽
し
い
所
」「
誰

も
が
好
き
な
空
間
」
と
当
り
前
の
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
高
校
生
に
な
り
、
そ
れ
が
当
り
前
の
こ

と
で
は
な
く
、
友
人
や
先
生
の
支
え
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
男
も

女
も
ケ
ガ
や
病
気
の
時
互
い
に
支
え
あ
い

励
ま
し
あ
う
こ
と
が
大
切
で
、
皆
が
楽
し

く
幸
せ
に
過
ご
せ
る
よ
う
な
手
伝
い
が
し

た
い
と
思
い
、
養
護
教
諭
を
目
指
し
ま
し

た
。

　
そ
し
て
念
願
の
養
護
教
諭
と
な
り
二
年

が
経
ち
、
ま
だ
ま
だ
半
人
前
で
す
が
、
毎

日
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
わ
り
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
は

経
験
年
数
は
関
係
な
く
、
私
を
頼
っ
て
く

れ
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
勉
強
し
、
経
験

を
積
み
、
頼
ら
れ
る
養
護
教
諭
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

大
平
地
域

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

小
林
　
桃
子

　
25
年
前
、

極
真
空
手
に

入
門
し
師
範

代
を
務
め
、

10
年
前
に

「
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
カ
ラ
テ
道
場
」
を
藤
岡

町
へ
開
設
し
た
。
　

　
体
の
弱
か
っ
た
私
は
、
心
身
を
鍛
え
強

く
な
り
た
い
と
願
っ
て
入
門
し
た
。

　
現
在
は
3
才
か
ら
中
学
生
ま
で
、
男
女

30
名
が
道
場
で
週
2
日
の
厳
し
い
稽
古
と
、

自
宅
の
練
習
で
頑
張
っ
て
い
る
。

　
先
日
、
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大

会
で
は
1
年
生
と
6
年
生
の
選
手
が
優
勝

と
い
う
嬉
し
い
結
果
も
あ
っ
た
。
　
　

　
こ
の
会
で
は
、
強
さ
の
み
を
追
求
す
る

の
で
は
な
く
、
自
己
に
堅
忍
し
鍛
錬
す
る

こ
と
で
人
の
痛
み
、
苦
し
み
の
わ
か
る
人

間
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
た
。

　
精
神
的
な
成
長
を
第
一
に
、
思
い
や
り

の
心
、
礼
儀
、
挨
拶
の
で
き
る
青
少
年
教

育
を
大
切
に
指
導
し
て
い
る
。

　
こ
の
道
場
か
ら
、
プ
ロ
の
格
闘
家
や
教

育
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
人
な
ど
も
お

り
、
今
後
こ
の
精
神
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
励
ん
で
い
る
。

藤
岡
地
域

自
己
に
厳
し
く
他
人
に
優
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に

佐
山
　
和
章

全
関
東
空
手
道
連
盟
　
雄
飛
會

代
表
理
事

栃
木
地
域

女
性
の
家
づ
く
り

佐
山
　
華
奈
子

株
式
会
社
　
エ
レ
フ
ォ
ン

　
主
婦
の
感
覚
、
女
性
の
感
性
を
入
れ
た

家
づ
く
り
が
し
て
み
た
い
と
の
想
い
で
、

「
佐
山
華
奈
子
の
デ
ザ
イ
ン
ハ
ウ
ス
　
エ

レ
フ
ォ
ン
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
発
足
当
初
は
ま
だ
簡
単
に
女
性
を
受
け

入
れ
る
業
界
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
時
代
の
変
化
に
つ
れ
て
何
の
違
和
感

も
な
く
多
く
の
女
性
が
活
躍
で
き
る
職
種

へ
と
変
化
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
主
婦
経
験
を
活
か
し
、
家
族
の
想
い
を

「
か
た
ち
」
に
す
る
。
家
の
構
造
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
生
活
動
線
・
温
熱
・
空
気

環
境
、
十
人
十
色
の
イ
ン
テ
リ
ア
。
　

　
お
客
様
に
と
っ
て
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

家
づ
く
り
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。



7

西
方
地
域

い
つ
ま
で
も
元
気
に

古
平
　
和
夫

西
方
町
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
愛
好
会

代
表

　

西
方
町
の

よ
さ
こ
い
グ

ル
ー
プ
「
は

ね
っ
こ
カ
ッ

パ
隊
」
で
、 

メ
ン
バ
ー
の
大
半
が
女
性
で
あ
る
中
、
男

性
２
名
の
内
の
１
人
で
あ
る
古
平
さ
ん
は
、

以
前
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
ラ
イ
セ

ン
ス
を
取
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
に
も
挑
戦
。
現
在
は
苺
農
家
の

仕
事
と
両
親
の
介
護
の
合
間
に
、
週
１
回

の
カ
ッ
パ
隊
と
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
、
毎
日

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
益
々
高
齢
化
が
進
む
の
で
、

年
を
取
っ
て
も
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で

出
来
る
よ
う
で
い
た
い
と
思
う
。
妻
に
も

ず
っ
と
元
気
で
い
て
も
ら
い
た
い
の
で
、

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

一
緒
に
や
っ
て
い
る
」
そ
う
で
「
こ
れ
か

ら
も
何
か
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
た

ら
自
分
の
体
力
と
家
族
に
相
談
し
、Ｏ
Ｋ
と

な
っ
た
ら
そ
の
時
は
や
っ
て
み
た
い
」
と

話
す
、
笑
顔
が
印
象
的
な
古
平
さ
ん
で
し

た
。　
　
　

  

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

編
集
員
）

岩
舟
地
域

お
互
い
に
尊
重
し
合
っ
て野村

　
和
男

野
村
　
馨
子

　

和
男
さ
ん
は
現
在
、
自
営
業
の
仕
事
の

他
に
、
岩
舟
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

や
栃
木
県
キ
ャ
ン
プ
協
会
の
会
員
で
あ

り
、
平
成
15
年
か
ら
は
栃
木
警
察
署
管
内

少
年
指
導
員
と
し
て
活
動
な
さ
っ
て
い
ま

す
。

　

馨
子
さ
ん
は
、「
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
栃

木
県
第
37
団
」
団
員
長
や
岩
舟
町
青
少
年

育
成
町
民
会
議
事
務
局
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
所
属
し
て
い
る
「
い
わ
ふ
ね

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
は
今
年
で
26
年

目
を
迎
え
た
そ
う
で
す
。

　
「
自
分
も
家
族
も
地
域
の
人
に
支
え
ら

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
地
域
で
活
動
す
る

こ
と
は
、
そ
の
恩
返
し
」
と
話
す
和
男
さ

ん
と
、「
夫
の
仕
事
の
手
伝
い
と
子
育
て

や
介
護
を
し
な

が
ら
活
動
を
続

け
ら
れ
た
の
は
、

夫
が
家
事
を
い

と
わ
ず
非
常
に

自
立
し
て
い
る

か
ら
」
と
話
す

馨
子
さ
ん
。

　

お
互
い
の
活
動
に
つ
い
て
「
干
渉
は
せ

ず
、
必
要
な
時
は
サ
ポ
ー
ト
し
合
っ
て
い

る
」
と
い
う
仲
の
良
い
お
二
人
で
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

編
集
員
）

　

高
校
二
年
生
の
孫
を
は
じ
め
、
五
人
の

孫
の
世
話
を
さ
れ
た
大
平
町
真
弓
の
福
富

邦
夫
さ
ん
（
75
才
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

近
所
に
住
ん
で
い
る
娘
夫
婦
が
共
働
き

の
た
め
、
お
孫
さ
ん
が
1
才
の
頃
よ
り
入

浴
・
食
事
・
寝
泊
り
な
ど
の
世
話
を
し
、

毎
日
一
緒
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

畑
仕
事
で
は
、
孫
の
好
き
な
野
菜
も
作

り
、
そ
の
上
、
毎
日
保
育
園
の
送
迎
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
公
園
で
の
遊
び
、
お
も

ち
ゃ
の
買
物
ま
で
一
緒
に
出
か
け
ま
す
。

　

一
番
う
れ
し
い
こ
と
は
「
孫
と
同
じ
気

持
ち
に
な
っ
て
一
緒
に
遊
べ
る
こ
と
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

 

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

編
集
員
）

　

私
は
父
の
後
を
継
ぎ
、
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
の
地
で
二
代
目
の
郵
便
局
長
と
し
て

勤
め
て
い
ま
す
。

　

就
任
当
初
は
、
地
元
で
仕
事
が
で
き
る

喜
び
以
上
に
、
不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会
で
は
あ
り

ま
す
が
、
職
場
に
お
い
て
は
男
性
の
局
長

の
多
い
中
で
職
を
全
う
す
る
こ
と
の
難
し

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

郵
便
局
は
省
か
ら
庁
、
公
社
、
株
式
会

社
と
、
時
代
と
共
に
変
化
を
し
て
お
り
ま

す
。
最
近
は
、
郵
便
局
か
ら
お
客
様
に
依

頼
す
る
こ
と
が
多
く
、
社
員
共
々
、
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
時
代
は
変
わ
っ
て
も
地
域
の
お

客
様
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
笑
顔
で
帰
っ

て
い
く
憩
い
の
場
で
あ
り
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
多
く
の
方
々
に
恩
返
し

が
で
き
る
よ
う
誠
実
に
、
温
も
り
の
あ
る

郵
便
局
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

都
賀
地
域

地
域
と
共
に
歩
ん
で

本
島
　
宏
美



※氏名については、敬称略で表記しました。

岩舟町が合併し、栃木市も更に大きくなりました。私達も心新たに５回目の発行と
なります。今回、各方面からいただいた情報を基に、真の男女共同参画社会について
理解を深めていただけますよう内容の充実に力を注ぎました。どうぞご一読下さい。

男
女
が
平
等
で
あ
る
た
め
に

フ
ェ
ル
デ
ィ・ジ
ム・
ラ
イ
ア
ン・

ラ
パ
ト・コ
ラ
ル

（
小
山
市
在
住
／
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
／

藤
岡
町
小
学
校
英
語
講
師
）

男
女
平
等
の
差

は
国
に
よ
っ
て
異

な
り
、
民
族
や
伝

統
や
法
律
に
よ
っ

て
違
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

私
は
ご
く
一
般
的
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
家
庭

に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
父
は
中
国
系
、
母

は
生
粋
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
で
す
。
両
親
と
も

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
た
め
と
思
い
ま
す

が
、
家
庭
内
で
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
役
割

が
あ
り
ま
し
た
。
大
き
な
決
断
を
し
た
り
、

家
族
を
養
い
守
る
こ
と
が
男
性
の
役
割
、
そ

し
て
家
事
を
し
た
り
、
子
ど
も
の
世
話
を
す

る
こ
と
が
女
性
の
役
割
で
す
。

私
た
ち
の
文
化
で
は
、「
男
性
は
一
家
の

大
黒
柱
で
あ
り
、
女
性
は
家
庭
を
明
る
く
照

ら
す
存
在
で
あ
る
」
と
言
え
ま
す
。

仕
事
に
お
い
て
は
、
女
性
の
大
部
分
は
補

佐
的
な
事
務
仕
事
で
す
が
、
産
科
医
の
多
く

は
女
性
で
す
。

男
性
は
主
要
な
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
を
し
た

り
、
肉
体
労
働
を
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
物
価
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
よ
り
多

ＤＶに悩んでいるあなたへ　相談してください
　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、夫婦や恋人など親密な関係にある男性から女性へ
（女性から男性へ）の暴力をいいます。
　ＤＶで困った時は、一度、相談してみませんか。

栃木市役所　こども課 0282-21-2229
栃木警察署 0282-25-0110
とちぎ男女共同参画センター相談ルーム 028-665-8720
認定 NPO法人 ウィメンズハウスとちぎ  028-621-9993
認定 NPO法人 サバイバルネット・ライフ 0285-24-5192
女性の人権ホットライン（宇都宮地方法務局本局） 0570-070810
栃木県警察本部県民相談室 028-627-9110

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥‥
‥‥‥‥‥

‥‥
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

「 配偶者暴力防止法 」 が改正され、生活の本拠を共にする交際相手からの暴力
も法の適用対象になりました。

編集後記

く
の
女
性
が
主
婦
業
を
担
う
た
め
だ
け
で
な

く
生
活
費
を
得
る
た
め
に
外
に
出
て
働
き
は

じ
め
ま
し
た
。
男
性
と
同
様
に
家
庭
に
貢
献

で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

女
性
の
力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
民
間

団
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
の
積
極
的
な
働
き
か
け

に
よ
り
、
雇
用
に
お
け
る
男
女
差
が
極
め
て

小
さ
な
も
の
と
な
り
、
ま
た
、
お
互
い
を
敬

い
合
う
意
識
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
で
は
女
性
の
警
察
官
・
軍
人
・
政
治
家

な
ど
の
数
が
増
え
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
住
ん
で
十
年
。
暮
し
の
中
で
経
験

し
た
り
見
た
り
し
て
き
た
こ
と
で
感
じ
た
こ

と
は
、
ま
だ
男
女
不
平
等
が
多
く
残
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
合
や
子
ど
も
の
遠

足
に
参
加
す
る
と
、
男
性
の
保
護
者
が
自
分

一
人
だ
け
と
い
う
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
、

い
つ
も
不
思
議
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
料

理
を
作
っ
た
り
、
家
族
と
関
わ
る
時
間
を
う

ま
く
と
っ
て
い
る
ね
。」
と
周
囲
の
人
か
ら

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
こ
れ
は

普
通
の
こ
と
で
す
。

男
女
平
等
の
意
識
の
広
が
り
や
社
会
の
新

し
い
流
れ
は
、
そ
の
国
の
文
化
に
変
化
を
根

付
か
せ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

問
題
は
と
て
も
奥
深
く
こ
れ
か
ら
も
考
え
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（電話番号は、平成26年12月現在のものです。）


